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 般後－化  

令和８（２０２６）年度 

宝塚医療大学 入学試験 

一般選抜 

一般入試 後期日程 

 問題 

化学基礎【60分】 

 

問題は指示があるまで開けないでください。 

【注意事項】 

１ 問題冊子，解答用紙に受験番号（７桁）・名前を記入してください。 

２ 問題冊子は全８ページ（問題は２ページから５ページ）です。 

解答用紙は別になっています。 

  不良の場合は手を挙げて知らせてください。 

３ 解答はすべて解答用紙の所定欄に記入してください。 

４ 問題用紙の余白等は利用してよいが，どのページも切り離してはいけません。 

５ 試験終了後，問題用紙，解答用紙とも回収しますので持ち帰らないでください。 

 

 

受験番号 

       

 

名 前  
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【１】 次の（１）～（７）の各問いに答えよ。 

 

 （１）単体でないものを１つ選び，記号で答えよ。 

   （ａ）ネオン  （ｂ）メタン  （ｃ）ダイヤモンド  （ｄ）ナトリウム  （ｅ）オゾン 

 （２）最外殻に電子を７個持つ原子を１つ選び，記号で答えよ。 

   （ａ）Ｃ  （ｂ）Ｏ  （ｃ）Ne  （ｄ）Ｎａ  （ｅ）Ｃｌ 

 （３）水分子１個に含まれる陽子の数ａ，電子の数ｂ及び中性子の数ｃの大小関係を正しく表しているものを 

    １つ選び，記号で答えよ。ただし，水分子は１Ｈと１６Ｏからなるものとする。 

   （ａ）ａ＝ｂ＝ｃ  （ｂ）ａ＝ｂ＞ｃ  （ｃ）ｃ＞ａ＝ｂ  （ｄ）ｂ＝ｃ＞ａ 

   （ｅ）ａ＞ｂ＝ｃ  （ｆ）ｃ＝ａ＞ｂ  （ｇ）ｂ＞ｃ＝ａ 

 （４）二重結合を持つ直線分子を１つ選び，記号で答えよ。 

   （ａ）Ｈ２Ｏ  （ｂ）ＮＨ３  （ｃ）ＣＯ２  （ｄ）Ｃ２Ｈ４  （ｅ）Ｃ２Ｈ6  

 （５）元素の性質に関する記述として正しいものを１つ選び，記号で答えよ。 

   （ａ）同じ周期に属する元素の化学的性質は良く似ている。 

   （ｂ）典型元素の単体は，常温・常圧で気体か液体のどちらかである。 

   （ｃ）金属元素の単体は，すべて常温・常圧で固体である。 

   （ｄ）１族元素の単体は，すべて常温・常圧で固体である。 

   （ｅ）１８族元素の単体は，すべて常温・常圧で気体である。 
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 （６）配位結合を含み，かつ別に1つの非共有電子対を持つものを１つ選び，記号で答えよ。 

   （ａ）アンモニウムイオン  （ｂ）水酸化物イオン  （ｃ）オキソニウムイオン 

   （ｄ）炭酸水素イオン （ｅ）酢酸イオン 

 （７）分子間にはたらく力に関する記述として誤りを含むものを１つ選び，記号で答えよ。 

  （ａ）実在気体では分子間力がはたらいている。 

  （ｂ）1個の水分子は，隣接する水分子4個と水素結合をつくることができる。 

  （ｃ）メタン分子の間の分子間力は，水分子の間の水素結合の強さよりも強い。 

  （ｄ）塩化水素は極性をもつので，分子間に静電気的な引力がはたらく。 

  （ｅ）直鎖飽和炭化水素の炭素鎖が長くなると，分子間力が強くなる。 

 

【２】 硝酸カリウムＫＮＯ３は，水１００ｇに６０℃で１０９ｇ，２５℃で３８．０ｇ溶ける。 

次の各問いに答えよ。ただし，答えはすべて有効数字３桁で求めよ。 

     

（１） ６０℃の飽和水溶液の質量パーセント濃度は何％か。 

 

（２） ６０℃の飽和水溶液１００ｇを２５℃に冷却すると，何ｇの硝酸カリウムが再結晶して析出する

か。 
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【３】 次の各問いに答えよ。答えはすべて有効数字３桁で求めよ。 

 

 （１）濃度について次の（ア）～（ウ）に答えよ。 

   （ア）水酸化ナトリウム（式量＝４０．０）０．２５０ｇを水に溶かして２５０mLとした溶液のモル 

濃度を求めよ。 

 

（イ） ２５．５%のアンモニア水が１００ｇあるとき，アンモニア（分子量＝１７．０）の物質量を

求めよ。 

 

   （ウ）０．２００mol/Lのアンモニア水が５００mLあるとき，アンモニア（分子量＝１７．０）の質 

量を求めよ。 

 

 

（２）０．２００mol/LのＡの水溶液を２５０mL，０．５００mol/LのＢの水溶液を２５０mL，それぞれ 

用意した。両液を混合させたとき，次の（ア）（イ）に答えよ。ただし，混合してもＡとＢは互いに 

反応せず，溶液の体積はもとの体積の和になるものとする。 

 

（ア）混合溶液中のＡの物質量を求めよ。 

 

（イ）混合溶液中のＢの濃度を求めよ。 

 

 

【４】 標準状態で５．６０LのプロパンＣ３Ｈ８を完全燃焼させると，二酸化炭素と水が生じた。 

次の（１）～（３）に答えよ。 

 

 （１）この反応の化学反応式を示せ。 

 

 （２）この燃焼によって生成する二酸化炭素（分子量＝４４．０）は何ｇか。有効数字３桁で求めよ。 

 

（３） この燃焼に必要な酸素の体積は，標準状態で何 Lか。有効数字３桁で求めよ。 
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【５】 次の（１）～（３）の各問いに答えよ。答えはすべて有効数字３桁で求めよ。 

 

（１） ０．１５０mol/Lの硫酸水溶液１０．０mLを０．２００mol/L水酸化ナトリウム水溶液で過不足

なく中和するのに必要な水酸化ナトリウム水溶液は何mLか。 

 

（２） ０．０５００mol/Lのシュウ酸標準溶液１０．０mLを過不足なく中和するのに，濃度不明の水酸

化ナトリウム水溶液２５．０mLを要した。この水酸化ナトリウム水溶液の濃度は何mol/Lか。 

 

（３） 酸化ナトリウムの固体０．９３０gを水５０．０mLに溶かした溶液を過不足なく中和するのに，塩

酸が２０．０ｍL必要であった。この塩酸の濃度は何mol/Lか。ただし，原子量はＮａ＝２３．０，

Ｏ＝１６．０とする。 

 

 

【６】５種の金属Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅがある。これらの金属について次のような実験結果が得られた。 

金属Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅをイオン化傾向の大きい順に並べよ。 

  

実験１ ５種の金属単体を，常温の水に入れたところ，Bのみ激しく気体を発生して溶けた。 

 

   実験２ Ｂを除く４種の金属単体を，希塩酸に入れたところ，ＡとＥは気体を発生して溶けたが，Ｃ 

とＤは変化しなかった。 

 

   実験３ Ｄからなる塩の水溶液にＣ板を入れて放置すると，Ｃ板の表面にＤの単体が析出した。また， 

Ｅからなる塩の水溶液にＡ板を入れて放置したが，変化がなかった。 
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【出題のねらい】 

 

【１】 では，物質の分類，原子の電子配置，元素の性質と周期表の族・周期との関連等の理解度を問うた。また，

その際，分子の形や分子間に働く力についても触れた。 

【２】 では，質量パーセント濃度，温度の違いによる物質の溶解度の違い等についての理解度を問うた。 

【３】 では，質量パーセント濃度とモル濃度についての理解度を問うた。 

【４】 化学反応式の書き方，化学反応における物質の変化とその量的関係について理解度を 

問うた。 

【５】 では，中和反応における量的関係についての理解度を問うた。 

【６】 では，イオン化傾向の違いによる試薬との反応性についての理解度を問うた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


